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和文要旨

2005年日本国際博覧会（愛知万博、EXPO 2005）の期間限定イベント「プロトタイプロボット展」（2005
年６月９～19日）において似顔絵ロボット絵師「COOPER」の開発を行ない、11日間展示した。このロ
ボットの性能は、来場者の顔画像を CCDカメラで取得して、その顔画像より顔特徴点を自動的に抽出
して、これをデフォルメして海老せんべいに描画し最終的に体験者に贈呈することである。その展示の
概要とともに、この中で見えてきた今後の課題と展望について述べる。
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1. はじめに

愛知万博（プロトタイプロボット展［1］）に

おいて似顔絵ロボット絵師「COOPER」（以降、

COOPERと称す）を開発、展示した。このロ

ボットは、来場者の顔画像を取得してここから

瞳などの251の特徴点を自動的に抽出し、これを

デフォルメして海老せんべいに描画し来場者に

プレゼントする。このロボットの似顔絵生成部

は既存の似顔絵生成システム PICASSO［2］を

拡張したもの（以降、PICASSO-cooperと称す）

である。

人の顔画像を取得し、似顔絵を自動生成して

提示するシステムは他の研究・製品［3-5］でも

見られるが、本事例のように、国際博覧会のパ

ビリオンという大舞台でフィールドテストを

行った報告は他に無く、様々な人種、年代の顔

画像を得ることを含めての総合的意義は非常に

大きいと考えられる。

結果として、COOPERは11日間の会期中352

人の体験者に対し、似顔絵に描かれた海老せん

べいを来場者にプレゼントした。また、国際博

覧会のパビリオンで配布する品物という視点か

らの品質の考慮、および似顔絵生成システムに

おける出力の品質に関しても良好な結果を得る

ことができた。

本論文では２章で万博用に開発された COO-

PERのシステムの概要に関して解説し、３章で

システムの要でもある似顔絵生成部に関して述

べる。４章では万博での展示を実験としての結

果を述べ、５章で実験の考察より得られた知見

を紹介する。

2. 万博用の似顔絵ロボット絵師COOPERの

概要

2.1. ロボット構成

COOPERは、半導体レーザを使用して海老

せんべいの表面を焦がし、線画で描画すること

で、体験者の似顔絵を出力する。頭部左目に画

像取得用の CCDカメラが搭載され、 左右の腕

は工業用のロボットアームがそれぞれ取り付け

られている。COOPERの外観を図１に示す。ま

た、ロボット付近に来場者がいることをふまえ

て、以下のような安全を考慮したシステムが設

計されている。
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